
最高のパフォーマンスを 

第 22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会（いちえ）とちぎ大会」

に参加して 

ブラインド・ガイドＲＵＮサークル「あいりす」 山本啓一  

 

 石川県代表として陸上競技に初めて出場した東（あずま）祥平 君（25）=内灘町＝

の介助役、そして、200 メートルの伴走者として、10 月 29 日から 31 日まで栃木県で

開かれた第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会（いちえ）とちぎ大会」に参加

しました。６日間、生活を共にし、彼が最高のパフォーマンスを発揮できるよう努めて

きました。 

 全盲の彼とは５年ほど前に、ブラインド・ガイド 

ＲＵＮサークル「あいりす」で、ランナーとガイド 

としての走り始めてからの付き合いです。 

当初、走るのが得意でなかった彼は、今ではフル 

マラソンを走り切ります。 

私は 71歳。短距離も適わなくなるほどです。 

 今大会の祥平君は、200メートルで金メダル、 

もう一つの出場種目 1500メートルでは自己ベストでの銀メダルを獲得し、開閉会式で

は堂々と旗手を務めました。 

競技の前には「早く終わらせたい…」と弱音を漏らす場面もありましたが、ゴール後、

彼の満面の笑みには「私も少しはサポートできたかな」とほっとしました。 

日常生活も含めて彼の目の代わりをするのは初めてのことです。戸惑うことも少なく

ありませんでした。しかし、表彰式でもらった花束を「お母さんに見せてあげたい」と

いう彼に、ついほろっとしてしまうこともあり、私にとってはまさに「夢を感動へ。感

動を未来へ。」の大会スローガンのように、懸命に走り輝く彼に感動をもらった大会で

した。 

    
「おねでとう」200 メートルで金メダル                開会式！堂々と旗手を務める祥平選手 


